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にシアノ基を有する活性メチレン化合物の methyl (3-cyano-4,5-dihydrofuran-2-yl)acetate (acetonitrile)、






反応を利用する angular型および linear型三環系[5-6-5]縮合ヘテロ環化合物の合成に着手した。 
  
第 1章 隣接位にシアノ基を有する活性メチレン化合物を基質とした三環系[5-6-5]縮合ヘテロ環化合物 
の合成 
 
【第 1章第 1節】Angular型 furo-/ thieno-[2,3-c][1,2,4]triazolo[1,5-a]pyridine誘導体の合成 
活性メチレン化合物と N,N-ジメチルホルムアミドジメチルアセタール (DMFDMA) を反応させ、δ-
ジエナミノニトリルとする。次いで、酢酸存在下、δ-ジエナミノニトリルとアシルヒドラジドを反応さ
せると、ジメチルアミノ基とアシルヒドラジドとのアミノ交換、次いで Thorpe型の分子内環化がタンデ













【第 1章第 3節】Angular型 difuro[2,3-b:2’,3’-d]-/ furo[2,3-b]thieno[2,3-d]-pyridine誘導体の合成 
炭酸セシウム存在下、活性メチレン化合物とプロピレンオキシドまたはスチレンオキシドの反応では、
Thorpe 型反応が連続して進行し、縮合フロ-ピリジン環を形成して 7 位に置換基を有する angular 型
difuro[2,3-b:2’,3’-d]-/ furo[2,3-b]thieno[2,3-d]-pyridine誘導体が選択的に生成することが明らかとなった。
なお、ジヒドロフラン環を有する活性メチレン化合物とスチレンオキシドとの反応では選択性が見られ
ず、フェニル基が 7位または 8位に置換した位置異性体の混合物が得られた。 
 




Thorpe型反応が連続して進行し、縮合ピラゾロ-ピリジン環が構築された angular型 furo[2,3-d]pyrazolo- 
[4,3-b]pyridine誘導体を合成することができた。 
 
第 2章 隣接位にシアノ基を有する活性メチン化合物を基質とした三環系[5-6-5]縮合ヘテロ環化合物 
の合成 
 












とした。最後に、pyrazolo[4,3-c]pyridine を DMFDMAと反応することで、隣接する 2つのアミノ基との






































存在下での反応により、連続した Thorpe 反応が生起し、angular 型 [5-6-5]三環系の
furo-pyrazolo-pyridine類に誘導できることを明らかにしている。 






















合ヘテロ環を構築する方法で、8 種類の三環系 angular 型[5-6-5]縮合ヘテロ環化合物および
1 種類の三環系 linear型[5-6-5]縮合ヘテロ環化合物の合成に成功している。 
 本論文は新規な知見を有し、その内容の一部はすでに欧文雑誌に採択されている。さら
に公聴会での審査員よる質疑に対して、的確に回答した。 
以上のことから、本論文は、学位論文に値すると評価された。 
 
 
